
無

我

込莇臨

手
　
島

文
　
倉

第
ご
節
　
無
我
の
意
義
並
に
禽
鳥
（
承
前
）

　
　
（
四
）
　
上
來
述
べ
來
つ
二
五
纏
分
析
論
は
、
そ
の
析
塞
的
無
我
観
に
せ
よ
無
営
在
的
無
我
観
に
せ

　
よ
、
主
ε
し
て
我
々
の
肉
膿
に
關
す
る
懐
乱
で
あ
っ
だ
。
而
し
て
こ
れ
が
盗
め
に
引
用
し
た
経
文

　
類
も
，
多
少
有
情
ε
非
情
ご
の
涯
別
言
は
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
皆
當
面
の
認
れ
を
分
析
し
て
何
等
特

　
殊
の
個
性
を
魚
見
し
得
な
い
と
い
ふ
論
旨
に
罪
し
て
み
る
Q
『
諸
経
要
集
』
第
一
品
の
『
最
勝
経
』

　
（
ω
二
暮
甲
乏
首
琴
2
ど
回
ご
く
一
す
団
霧
暮
3
）
郎
ち
『
身
離
欲
経
』
（
穴
身
9
・
・
＜
搾
。
訂
鼠
禁
門
冨
－
ω
暮
霞
）
の
如
き
、
或
は
之
ご
密

　
接
な
關
係
セ
も
つ
て
登
点
し
た
ご
思
は
れ
る
大
乗
『
渥
繋
経
』
中
の
肉
筆
解
剖
論
の
如
き
（
例
之
，
北

　
本
尊
聖
経
、
十
二
、
暴
行
品
（
盈
五
i
五
九
以
下
い
等
墾
照
）
．
焔
心
の
有
名
な
『
愚
輩
二
千
』
撃
ち
『
龍
頭
諌
．

　
太
子
二
十
入
外
経
『
◎
守
鴇
轟
伽
ぎ
2
×
図
図
ζ
回
v
2
a
艶
舞
程
嵐
く
銭
碧
9
）
の
如
き
、
或
は
叉
、
諮
種
の
『
毘
奈
耶
』

　
中
の
四
波
羅
夷
重
罪
の
不
寝
戒
（
》
げ
貯
ψ
ω
飾
）
に
閥
す
る
因
縁
を
述
ぶ
る
二
業
伽
比
丘
（
ピ
剛
σ
q
2
國
9
。
帽
亀
＾
。

幡
・
，
、
・
、
、
、
心
・
一
・
．
馨
、
回
、
。
）
に
就
て
の
厭
身
説
法
の
如
、
孟
等
は
何
れ
・
め
五
魎
分
析
論
の
詳
緻
な
内
容
を
傳

1
　
　
　
　
　
無
　
我
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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四
脚

へ
た
も
の
で
、
肉
禮
の
不
浄
厭
身
か
ら
解
割
上
の
無
我
に
ま
で
説
き
及
ん
で
み
る
代
表
的
経
文
な

ら
ざ
る
は
な
い
○
然
し
人
間
か
ら
入
間
を
内
省
反
察
し
た
結
果
の
無
我
論
で
あ
る
黙
は
毫
も
愛

り
が
な
い
。
而
し
て
入
間
に
醤
し
て
意
義
を
持
つ
一
切
を
一
切
な
り
こ
す
る
原
始
佛
激
本
來
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
此
の
入
間
中
心
的
無
我
観
が
一
切
無
我
説
の
鞍
端
で
あ
り
、
そ
の
根
底
を
な
す

も
の
で
あ
る
ご
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
け
れ
ざ
も
無
我
説
の
論
歩
は
決
し
て
叢
に
止
ま
ら
な
い
。
入
間
よ
り
進
ん
で
一
切
の
有
情
に

及
び
、
更
に
有
情
非
情
を
振
し
た
一
切
の
有
爲
（
し
り
曽
勘
目
（
ゲ
9
け
ρ
一
け
）
に
ま
で
到
達
し
、
爾
ほ
後
世
の
論
師
に

至
っ
て
は
百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
め
て
、
有
軽
羅
爲
を
卑
し
だ
有
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
で
も
無
我
掘

を
延
長
擾
署
せ
ん
ご
し
て
み
る
。
此
等
は
悉
く
人
間
本
位
の
内
省
反
察
か
ら
論
馨
し
得
る
筈
の

も
の
で
は
な
い
○
果
し
て
何
の
程
度
ま
で
眞
正
な
推
論
が
及
ぼ
さ
る
可
き
で
あ
ら
う
か
。
此
の

瓢
を
吟
昧
し
つ
、
傍
ら
無
我
説
の
眞
意
を
頸
製
せ
ん
こ
す
る
の
は
最
も
大
切
な
こ
ご
で
あ
る
ご

思
ふ
。

　
多
く
の
巴
利
経
文
で
は
、
無
常
（
諺
風
8
9
翁
）
、
無
衆
生
（
蜜
。
…
揺
藻
）
、
無
骨
命
（
豊
導
葺
）
無
個
性
（
》
壼
偉
斜
－

類
汽
同
臼
9
雷
鎚
）
、
此
の
世
に
は
常
住
の
我
見
出
さ
る
べ
く
も
あ
ら
す
（
乞
騨
死
①
聲
冨
ω
器
ω
霧
ω
甑
μ
習
0
9
§
く
帥

毛
巴
筈
剛
特
急
Y
一
等
、
種
々
の
詞
を
以
て
個
入
我
の
永
遠
的
濁
立
存
在
を
極
力
否
認
さ
れ
て
る
る
の



　
で
あ
る
が
、
之
は
臆
て
一
切
有
爲
の
世
界
の
無
我
を
主
張
す
る
意
味
に
な
る
。
何
こ
な
れ
ば
人
間

　
は
五
魎
假
和
合
の
現
象
で
あ
り
、
他
の
一
切
の
面
面
法
も
亦
皆
五
蕩
の
一
部
或
は
全
部
の
假
和
合

　
的
現
象
で
あ
る
以
上
人
間
の
五
纏
に
つ
い
て
｝
々
そ
の
無
我
が
承
認
さ
る
れ
ば
脅
ら
潮
切
の
有

　
如
法
も
翼
然
り
ε
い
ふ
こ
ご
に
な
る
か
ら
で
あ
る
○
『
中
言
含
』
二
十
九
の
『
無
常
経
』
に
、
『
虚
者
無
常

　
　
　
　
　
　
．
　
O
o

　
無
常
則
苦
苦
則
畑
鼠
…
－
蜂
心
行
点
手
復
如
是
』
（
戻
六
一
四
〇
）
の
意
昧
を
述
べ
て
み
る
の
も
上
來

　
引
用
し
た
『
雑
阿
含
』
の
経
文
ご
等
し
く
、
五
誼
の
一
々
を
吟
憂
し
淀
説
明
で
あ
る
。
　
『
灘
尼
河
耶
』

　
（
図
×
H
ど
H
会
O
o
）
に
説
く
、

　
　
『
比
丘
等
よ
、
色
は
無
我
な
り
。
受
は
無
我
な
b
。
想
は
無
我
な
り
、
、
行
は
無
我
な
り
。
識
は
無

　
　
我
な
り
。
比
丘
等
よ
、
斯
く
掘
る
も
の
は
…
・
…
・
此
の
世
に
業
を
作
ら
す
、
後
槍
を
受
け
す
、
解
脱
す

　
　
べ
し
Q
』

　
　
『
比
丘
等
よ
、
色
は
無
我
な
り
○
復
π
凡
そ
色
を
因
ビ
し
縁
こ
し
て
生
す
る
所
の
も
の
も
亦
無
我

　
　
な
り
。
比
丘
等
よ
、
巳
に
無
我
よ
b
成
る
所
の
色
に
焉
ん
ぞ
我
あ
ら
ん
や
。
受
、
想
、
行
，
識
は
無
我

　
　
な
も
○
復
た
凡
そ
識
を
因
ビ
し
縁
ど
し
て
生
す
る
膀
の
も
の
も
亦
無
我
な
り
。
比
丘
等
よ
、
已

　
　
に
無
我
よ
り
成
る
膀
の
識
に
焉
ん
ぞ
我
あ
ら
ん
や
◎
斯
く
槻
る
も
の
は
：
・
：
…
此
の
世
に
業
を

“・

@
作
ら
す
、
後
有
を
受
け
す
、
解
脱
す
べ
し
。
』

1

　
　
　
　
　
無
　

我
　
　
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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囚
四

の
如
き
も
、
凡
そ
因
縁
に
擦
っ
て
成
り
立
つ
一
切
有
爲
洪
中
、
更
に
血
管
永
存
の
我
膿
を
登
見
し
得

ざ
る
意
昧
に
外
な
ら
ぬ
。
払
う
一
切
の
生
滅
感
化
あ
る
事
物
に
は
、
そ
の
物
を
そ
の
物
だ
ら
し
め

て
み
る
物
特
有
の
個
性
、
濁
立
性
、
中
心
的
司
配
力
、
存
在
の
原
則
ε
し
て
の
永
遠
的
の
も
の
、
i
一

切
斯
る
特
種
性
を
見
出
す
こ
ご
が
出
來
な
い
こ
ご
を
、
一
切
有
鴬
法
の
無
我
説
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

此
の
場
合
の
我
は
普
蓮
に
考
へ
ら
れ
る
や
う
な
ヘ
へ
ω
霞
と
こ
か
．
．
目
σ
q
O
．
、
ご
か
い
ふ
も
の
で
な
し
に
、

へ
．
餅
臼
く
籏
奏
覧
団
、
層
こ
か
．
へ
Ω
影
鑓
9
費
、
、
ご
か
い
ふ
も
の
に
當
る
こ
ご
を
忘
れ
て
は
な
ら
澱
。
故
に
我

を
以
て
…
箪
に
盤
魂
ご
か
生
命
の
本
源
ご
か
考
へ
て
る
る
ご
、
一
切
三
碧
の
如
き
非
情
に
ま
で
閥
説

す
る
ご
き
に
は
、
甚
だ
不
都
合
を
隠
す
る
。
佛
鍛
の
我
は
寧
ろ
唯
名
論
的
（
屡
。
㌶
琶
剛
践
9
に
ま
で
考

へ
て
宜
い
ほ
ざ
の
存
在
に
顕
す
る
執
着
破
斥
を
目
的
ご
し
て
想
定
さ
れ
た
略
の
で
あ
る
。
執
は

有
の
根
本
で
あ
う
、
有
は
一
切
の
入
間
世
間
現
出
の
根
糠
な
る
が
故
に
、
結
局
は
執
を
破
す
る
こ
ご

が
解
脱
の
第
一
歩
と
な
る
。
佛
陀
が
人
間
の
無
我
説
か
ら
…
進
ん
で
一
切
有
爲
現
象
世
間
の
無
我

説
に
ま
で
進
ま
れ
た
所
以
は
此
庭
に
あ
る
ご
思
ふ
。

　
爾
ほ
＝
言
注
意
す
べ
き
は
『
雑
尼
河
耶
』
（
×
×
）
ハ
＜
”
轟
ω
1
博
）
に
於
け
る
次
の
如
き
経
文
に
つ
い
て

“
あ
る
。

　
．
．
ω
呂
冨
ヨ
出
動
魯
磐
。
磐
一
8
9
捗
．
、
．
’
　
　
　
　
　
『
比
丘
等
よ
、
一
切
は
無
常
な
り
』



へ
へ
し
Q
9
び
び
2
⊃
ヨ
ぴ
げ
…
冠
諏
第
く
O
畠
絹
岸
パ
ず
9
⊃
捗
・
遣

ミ
ω
ρ
ぴ
ぴ
9
日
ぴ
7
一
犀
渥
げ
簿
く
0
9
ユ
昌
㊤
簿
箇
●
ヒ

へ
へ

（
へ
i
ー
ー
9

へ
齢

へ
（

ヘ
ハ

（
へ

へ
へ

㊤
σ
窪
ロ
ロ
。
団
団
㊤
睡
と

℃
鍵
ヨ
ロ
。
団
計
量
蝕
・
い
M

唱
鉱
昌
欝
ぴ
9
法
●
ご

ω
9
」
6
9
明
輝
笥
叶
ρ
げ
び
鈴
勘
●
と

9
び
匿
は
ロ
箇
駆
「
獣
曽
団
団
鴛
汐
。
M
、

鴬
℃
銭
高
段
騨
蝕
㎏

戸
も
霧
ω
暮
停
骸
p
㌔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒

・
『
比
丘
等
よ
、
一
切
は
苦
な
り
。
』

『
比
丘
等
よ
、
国
切
は
無
我
な
り
。
』

『
　
　
　
　
一
切
は
知
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。
』

『
　
　
　
　
一
切
は
究
言
知
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。
』

『
　
　
　
　
一
切
は
棄
て
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。
』

『
　
　
　
一
切
は
、
現
然
見
ら
る
べ
き
も
の
な
参
。
』

『
　
　
　
一
切
は
紳
通
曉
知
さ
る
べ
き
な
り
。
』

『
　
　
　
　
一
切
は
逼
要
せ
ら
る
○
』

『
　
　
　
　
一
切
は
滅
山
し
せ
ら
る
。
』

　
此
等
の
経
文
は
佛
陀
の
世
界
観
十
法
を
述
べ
た
も
の
で
、
『
法
華
経
』
に
説
く
諸
法
實
相
槻
の
十
如

　
ε
も
密
接
な
…
興
趣
あ
り
ご
思
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
蕉
に
所
謂
一
切
ご
は
何
を
指
す
の
で
あ
る

　
か
。
瓦
経
の
説
明
に
よ
る
ご
、
一
切
（
G
Q
嚢
。
ぴ
匿
量
）
ご
は
五
書
及
び
五
蕊
所
造
の
一
切
を
指
す
意
昧
で
、

　
帥
ち
眼
（
9
穿
ぎ
已
）
、
耳
（
り
。
o
鍵
昌
日
）
、
鼻
（
O
姦
屋
鑓
）
、
蕾
（
廿
く
冨
）
、
身
（
昌
々
。
）
、
意
（
寓
毎
9
の
六
根
ご
、
色
（
戸
々
鴇
）
、
聲

　
（
ω
銭
癩
）
、
香
（
○
碧
警
箇
）
、
味
（
図
9
路
）
．
鰯
（
霧
○
琶
類
ぴ
罫
）
、
法
（
U
冨
諺
日
物
）
の
六
境
ε
、
及
び
限
識
（
∩
巴
島
回
旨
く
宮
巳
据
筥
）
，

鵬
眼
鰯
（
。
9
一
＾
一
病
一
、
．
一
・
。
9
昌
、
9
ω
．
。
）
、
眼
鱗
を
縁
こ
し
て
処
る
蒲
焼
等
の
裁
情
（
ぎ
、
且
p
、
岡
、
。
勲
周
、
同
苗
一
、
・
一
・
．
9
口
、
艮
、
・
」
ω
・
。
p
℃
9
∩
1

1
　
　
　
　
　
無
　
我
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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四
六

8
滋
壱
℃
＆
す
氏
蒜
（
蜀
滋
叶
貧
ψ
ω
鼻
ご
蝕
話
自
象
＾
ぎ
旨
趣
巴
葛
岡
浮
嚢
p
霧
聾
冨
昏
憲
）
乃
至
、
意
識
、
意
鰯
、
意
鯛
を

面
こ
し
て
起
る
苦
心
等
の
戚
情
ご
を
目
し
て
以
て
一
切
こ
な
す
ご
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
】
切
有

徳
縁
起
の
諸
法
を
主
ご
し
て
意
味
す
る
こ
ご
は
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
暗
々
に
は
有
爲
無
論
の
萬
法

に
ま
で
閣
係
あ
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
Q
何
と
な
れ
ば
、
六
境
の
法
境
（
U
ぎ
讐
ヨ
留
騨
蛋
餐
ψ
）
ご
は
有

爲
法
た
る
ご
無
論
法
（
㌧
r
o
瞥
勲
回
妙
犀
ご
斜
叶
p
の
浮
汐
）
だ
る
ご
に
論
な
く
、
有
形
無
形
を
問
は
す
、
我
々
の
意
織
に
登
り

得
る
毒
念
又
は
表
象
こ
し
て
の
一
切
の
存
在
を
指
す
ご
解
騨
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

然
し
凡
て
を
人
間
本
位
に
観
る
原
始
佛
激
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
我
々
に
親
密
な
有
望
の
諸
法
を

槻
察
す
る
こ
ご
が
大
切
で
あ
っ
て
、
槻
念
ご
し
て
の
無
爵
は
寧
ろ
軍
な
る
一
現
象
に
過
ぎ
な
い
○

已
に
心
現
象
た
る
以
上
、
法
境
も
有
心
の
領
域
を
超
越
す
る
乙
は
出
來
な
い
○
さ
れ
ば
無
我
説
の

進
行
過
程
は
人
聞
本
位
の
五
悪
説
か
ら
毘
登
し
て
、
五
纏
所
成
の
扁
富
有
爲
面
立
法
に
及
び
，
更
に

暗
々
に
は
無
向
の
諸
法
に
ま
で
論
及
さ
れ
ん
と
す
る
勢
を
も
つ
て
み
た
諜
で
以
上
三
段
の
経
過

を
辿
っ
て
み
る
こ
ご
に
な
る
。
今
此
等
の
三
段
過
程
に
於
け
る
思
想
螢
展
の
跡
を
辿
っ
て
往
か

う
○　

多
く
の
纒
文
に
は
諸
行
無
我
ε
か
一
切
行
無
我
ご
か
い
ふ
句
が
あ
り
、
同
時
に
叉
、
諸
法
無
我
こ

か
一
切
法
無
我
ご
か
い
ふ
句
も
あ
ろ
○
諸
行
ご
諸
法
ご
が
何
う
違
ふ
か
我
々
は
先
づ
之
を
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗



　
せ
ね
ば
な
ら
鼠
。
『
培
鳳
阿
．
含
』
の
憲
第
十
入
や
憲
三
十
六
に
は
一
切
諸
行
無
我
ご
か
一
切
行
無
我

　
と
か
言
ひ
、
『
雑
尼
河
耶
』
（
例
之
、
×
×
図
囲
ど
δ
）
の
中
に
も
明
か
に
諸
行
無
我
（
ω
ρ
び
び
の
紹
夢
鑓
旨
婆
§
無
枠
箇
）

　
の
意
味
が
記
さ
れ
て
み
る
が
、
所
謂
行
ビ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
『
維
尼
桐
耶
』
（
同
上
）
で
は
、

　
　
．
．
し
Q
勲
旨
聾
舞
斜
β
呂
露
ひ
田
窪
＾
9
8
鐸
凶
ぴ
ぼ
醇
訂
く
。
碑
。
。
ヨ
駒
鶏
群
目
溢
勤
、
鳳
く
ρ
8
碧
9
、
．
『
比
丘
等
よ
有
爲
を
形
成
す

　
　
る
が
故
に
行
ご
名
く
。
』

　
と
言
っ
て
五
魎
の
一
な
る
心
作
用
の
行
を
定
義
し
て
み
る
。
之
は
生
滅
愛
鳥
の
現
象
界
を
形
成

　
す
る
心
作
用
を
行
の
原
動
力
な
り
ご
示
し
た
課
で
あ
る
が
、
諸
行
無
我
の
行
は
決
し
て
此
の
3
5
作

　
用
そ
の
も
の
を
指
し
た
の
で
は
な
い
。
行
の
心
作
用
に
依
て
形
成
さ
れ
た
有
菅
野
墾
の
現
象
界

　
を
、
同
じ
名
に
依
て
呼
ん
だ
の
に
外
な
ら
滋
。
故
に
諸
行
無
我
の
行
は
極
め
て
箭
竹
な
意
義
を
有

　
し
．
五
蔽
全
騰
を
緬
漏
し
た
も
の
で
あ
る
ビ
言
っ
て
宜
い
。
有
情
非
情
に
論
な
く
、
因
縁
話
成
の
假

　
現
的
存
在
を
総
薦
し
た
も
の
ε
見
て
差
支
な
い
。

　
　
一
騰
、
原
始
二
男
の
世
界
槻
で
は
世
界
（
ピ
○
訂
）
ご
い
ふ
も
の
を
先
づ
二
つ
に
考
へ
る
。
　
一
は
物

　
の
世
界
で
あ
り
他
は
塞
の
世
界
で
あ
る
。
前
者
は
有
爲
生
滅
獲
化
の
世
界
で
あ
り
、
後
者
は
無
爲

　
常
住
不
層
化
の
世
界
で
あ
る
。
物
の
世
界
ε
は
外
的
存
在
の
世
界
で
あ
っ
て
、
之
に
有
情
世
間
ご

鰯
非
情
世
間
ご
を
発
つ
。
有
情
師
ち
生
物
の
世
堺
は
五
蔽
又
は
四
題
よ
り
成
り
非
情
忽
ち
器
の
世

1
　
　
　
　
り
　
無
　

我
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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四
入

一
問
は
色
調
よ
り
成
宣
す
る
・
然
る
昆
の
羅
問
の
二
を
笹
響
も
言
硫
ス
箋
約
に
謝

　
す
る
有
爲
の
世
界
を
も
行
の
世
間
ご
言
ふ
の
で
、
之
に
属
国
の
行
や
十
二
縁
起
支
の
行
杯
を
入
れ

　
て
考
へ
る
ご
、
同
じ
行
（
O
Q
斜
邑
＾
観
翁
）
こ
い
ふ
字
に
種
々
廣
狡
出
入
せ
る
意
昧
が
あ
る
謬
で
あ
る
。

世
一
）
｛
難
墨
堤
籟
簸
界
擁
言
霊
計
器
　

そ
こ
で
諸
行
無
我
の
行
が
何
れ
を
指
す
か
、
有
情
に
封
ず
る
非
情
を
指
す
ご
見
る
べ
き
か
、
有
情
葬

情
を
倒
し
た
物
界
至
醇
を
指
す
ご
見
る
べ
き
か
、
之
が
疑
問
で
あ
る
。
然
し
経
文
の
實
例
か
ら
徴

し
て
見
る
に
、
五
薩
訴
室
無
我
説
の
舅
頭
に
は
常
に
色
鯉
の
無
我
を
説
明
さ
れ
る
が
例
ご
な
っ
て

を
り
、
五
纏
各
々
無
我
を
謹
明
さ
れ
て
み
る
以
上
、
諸
…
行
無
我
は
寧
ろ
物
界
全
般
に
亙
っ
て
無
我
ご

見
る
が
越
畑
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
但
し
、
入
間
を
中
心
に
し
て
観
た
る
有
情
世
間
の
無
我
が
讃
明

さ
れ
た
か
ら
に
は
、
諸
行
無
我
の
行
を
以
て
、
假
之
、
非
惜
世
間
を
意
味
す
る
も
の
ε
見
微
す
も
、
然
ら

ば
結
局
、
有
情
非
情
の
総
括
た
る
物
界
の
無
我
も
自
ら
部
分
的
論
謹
の
綜
合
に
依
て
推
断
さ
る
べ

き
道
理
で
あ
る
．
が
、
有
瀬
よ
り
有
爲
に
及
び
、
有
爲
よ
）
無
爲
に
及
ぶ
思
想
発
展
の
順
次
か
ら
す
る

と
、
矢
張
り
諸
行
無
我
に
よ
っ
て
有
ら
ゆ
る
外
的
存
在
の
世
界
の
無
我
を
論
護
し
た
も
の
ビ
見
る



　
　
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
蓋
し
有
爲
の
世
界
は
無
常
の
世
界
で
あ
り
、
苦
の
世
界
で
あ
り
、
輪
廻
轄

　
生
の
迷
堺
で
あ
う
、
無
爲
の
世
界
は
常
態
我
浮
の
安
住
堅
固
不
動
の
解
脱
界
で
あ
り
、
浬
露
命
で
あ

　
り
、
悟
堺
で
あ
る
以
上
、
有
爲
を
免
れ
て
無
血
に
塩
入
す
る
て
ふ
遺
風
の
解
脱
観
か
ら
す
る
も
是
非

　
ご
も
諸
行
無
我
に
よ
っ
て
有
爲
世
間
の
無
我
を
概
括
し
て
指
す
ε
勤
照
し
て
見
た
い
か
ら
で
も

　
あ
る
〇
五
血
中
の
行
や
十
二
繰
起
支
の
行
に
至
っ
て
は
意
昧
す
る
範
團
H
心
素
め
ら
れ
て
る
れ

　
ば
し
な
い
か
ε
思
ふ
が
、
之
は
後
に
論
及
し
や
う
。

　
　
次
に
問
題
達
な
る
は
諸
法
無
我
の
経
文
で
あ
る
。
例
之
、
『
壇
一
掃
河
耶
』
（
》
ロ
σ
q
暮
臼
開
脚
津
碧
2
H
H
ポ

　
峯
ム
）
に
は
『
一
切
諸
法
無
我
な
り
』
（
O
Q
昌
ぴ
①
像
冨
ヨ
B
自
誓
暮
鎚
）
ど
あ
り
、
『
難
尼
世
帯
』
（
×
×
H
ど
り
O
v
O
げ
鴛
昌
？

　
ω
暮
邑
に
も
コ
切
諸
行
無
常
な
b
、
圃
切
諸
法
無
我
な
り
、
』
（
Q
。
さ
σ
o
。
・
ρ
】
算
気
翁
巴
同
朋
8
帥
路
σ
び
。
亀
属
B
ヨ
簿

　
舞
ρ
轟
）
ε
あ
り
、
『
法
曲
部
』
（
U
審
B
B
署
9
。
費
も
這
）
に
も
明
ら
か
に
『
諸
法
は
無
我
な
b
ε
正
見
せ
ば
…

　
…
』
（
ω
g
ぴ
・
警
§
窪
窪
即
欝
、
臨
写
＆
鵠
農
爵
・
腿
塗
罫
・
－
）
ご
あ
る
。
之
を
漢
鐸
経
丈
に
槻
る
も
、
『
雑
阿

　
含
』
第
十
馨
の
第
七
経
を
始
め
ε
し
、
後
世
の
論
壇
に
到
っ
て
は
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
、
『
輝
度
論
』
、
『
喩
伽
師

　
地
論
』
『
菩
薩
地
持
維
』
t
一
等
何
れ
も
皆
諸
法
無
我
の
文
字
を
用
ゐ
、
『
成
實
論
』
の
如
き
は
軍
に
一
切

　
無
我
ε
い
ふ
も
蓋
し
一
切
諸
法
無
我
の
意
を
寓
せ
る
乙
は
そ
の
他
の
諸
論
よ
り
す
る
も
殆
ん
ざ

鵬
疑
ふ
除
地
は
な
い
。
無
常
な
り
こ
か
苦
な
り
ご
か
言
ふ
迄
は
諸
行
ε
し
、
無
我
に
至
っ
て
諸
法
ご

1　
　
　
　
　
無
　
　
我
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
Q

名
く
る
著
し
い
封
照
に
は
何
等
か
行
ε
法
ビ
の
魎
別
が
認
め
ら
れ
て
み
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

然
る
に
『
法
旬
経
註
』
（
U
げ
誉
導
ぞ
民
干
害
爵
舞
一
議
に
記
す
佛
著
書
藏
の
意
見
に
よ
る
ご
、
諸
法
無
我
の

　
　
　
　
　
　
　

諸
法
ご
は
五
濫
を
意
画
す
ご
あ
る
。
（
ω
呂
び
。
穿
§
銘
鋳
隠
獣
8
寡
冨
a
罫
Φ
毒
銭
・
営
・
梓
辞
窯
。
毒
碧
、
。
・

目
負
♂
〈
o
口
論
や
も
＼
）
若
し
五
悪
を
指
す
ご
い
ふ
見
解
が
正
し
い
ご
す
れ
ば
諸
法
無
我
は
全
く
諸
行

無
我
ご
等
し
く
、
一
切
存
在
世
界
の
無
我
，
を
短
命
い
た
こ
ご
に
な
る
。
之
れ
で
は
殊
更
ら
、
諸
行
ご
諸

法
ビ
を
甥
立
さ
し
た
意
味
が
極
め
て
輕
薄
に
戚
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
）
は
し
な
い
か
。
龍
樹
論

師
の
解
繹
は
此
の
黙
に
つ
い
て
聯
か
見
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。

『
問
日
、
何
以
故
但
作
法
（
郎
ち
有
爲
法
の
こ
ご
）
無
常
、
唄
切
法
（
帥
ち
有
爲
無
権
を
辮
す
）
無
我
、
答
日
、
不

　
作
法
無
因
無
縁
故
、
不
生
不
滅
、
不
生
不
滅
故
不
名
簿
無
常
◎
　
復
業
不
作
法
中
、
不
生
心
著
顛
倒
、
以

　
是
故
悪
説
是
無
常
、
可
群
言
無
我
。
有
人
説
、
紳
是
常
早
知
相
、
以
是
故
説
一
切
青
男
無
我
。
』
、
往
一
丁

　
六
、
七
、
）

叢
に
謂
ふ
所
の
問
の
意
昧
は
、
有
爲
無
理
相
席
っ
て
剛
切
法
こ
な
り
乍
ら
、
無
常
は
有
罪
に
の
み
つ

い
て
説
き
、
無
我
は
有
爲
無
爲
の
ご
法
に
通
す
る
は
何
故
な
る
か
ε
い
ふ
に
あ
る
。
乃
ち
知
る
、
諸

行
無
我
は
専
ら
有
爲
法
に
つ
い
て
の
搬
器
で
あ
り
、
諸
法
無
我
は
有
爲
無
爲
の
萬
法
に
遍
通
し
て

の
解
騨
で
あ
る
。
少
く
も
龍
樹
は
斯
る
遍
別
を
認
め
て
、
諸
行
ε
諸
法
ど
の
心
立
を
理
由
附
け
ん



　
ぜ
も
て
る
る
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
之
に
謝
す
る
答
の
意
味
は
三
項
か
ら
成
り
立
ち
、
（
嚇
）
叫
切

　
法
を
無
常
ご
名
け
ざ
る
所
以
、
＼
二
）
無
常
ε
届
け
す
圏
も
無
我
ご
点
く
べ
き
所
以
、
・
（
三
）
常
遍
知
相

　
の
紳
一
1
恐
ら
く
は
ア
ー
漆
マ
ン
説
i
を
否
定
す
乃
必
要
上
、
剛
切
法
無
我
こ
せ
し
理
由
一

　
の
三
種
を
以
て
解
三
七
て
る
る
の
で
あ
み
ゆ

　
「
此
の
龍
樹
の
解
騨
は
一
雁
点
尤
も
で
あ
る
ご
信
ず
る
。
『
喩
伽
心
地
論
』
の
如
き
も
爾
ほ
同
点
…
な
見

　
解
を
説
明
し
，
行
ご
法
ε
の
語
別
を
明
確
に
立
て
∵
み
る
や
う
で
あ
る
。

　
　
『
由
此
▼
行
相
是
諸
菩
薩
如
實
了
知
，
一
切
諸
行
皆
’
是
無
常
。
叉
諸
菩
薩
槻
無
常
行
相
綾
縛
時
隔
能
爲

　
　
三
種
苦
所
依
止
、
唄
漏
斗
苦
，
二
者
壊
苦
、
三
者
苦
苦
、
如
是
菩
薩
如
實
了
知
一
切
諸
行
皆
悉
是
苦
○
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　

　
　

　
　

つ
　

む
　

ム
リ
　
　

　
　
叉
諸
菩
薩
如
實
了
知
有
爲
無
爲
一
切
諸
法
二
無
我
．
性
，
一
面
補
特
伽
羅
無
我
性
、
二
者
法
無
我
性
、

　
　
於
諸
法
中
補
特
伽
羅
無
我
性
者
謂
非
無
量
法
是
興
無
品
購
売
伽
羅
亦
非
乱
捕
法
馬
有
眞
實
補

　
　
特
伽
羅
、
於
諸
法
中
篇
無
我
性
者
、
謂
於
唱
・
切
言
説
事
忌
、
扁
切
言
説
自
性
諸
法
都
無
所
有
，
如
是
菩

　
　
薩
如
實
了
知
一
切
諸
法
皆
無
有
我
C
』
ハ
來
三
⊥
至
）

　
帥
ぢ
之
に
依
れ
ば
諸
法
無
我
を
ご
…
下
り
に
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
諸
法
ビ
は
有
忍
法
ご
無
二
法

　
ε
を
癒
亡
し
π
も
の
、
有
爲
の
無
我
は
補
特
伽
羅
（
晶
群
σ
q
巴
ヨ
国
σ
q
σ
q
巴
9
）
の
帥
蔽
離
蕩
ζ
非
る
⊇
よ
り

鰯
説
明
し
、
無
爲
の
無
我
は
一
切
言
説
の
表
現
せ
ん
ご
す
る
事
物
中
起
於
て
ぎ
の
自
身
ご
し
て
の
主

・
－　
　
　
　
　
無
　
我
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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入
公
都
て
求
む
べ
か
ら
ざ
る
よ
り
明
ら
か
な
り
ε
し
．
故
に
諸
漆
二
．
無
我
と
な
る
ビ
言
ふ
。
　
其
の

他
多
く
の
佛
賃
量
者
の
言
ふ
所
も
殆
ん
ざ
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
果
し
て
斯
る
意
昧
の
諸
法
無
我

が
諸
行
無
我
ε
甥
命
せ
し
め
ら
れ
た
者
で
あ
ら
う
か
、
稽
々
理
解
に
苦
し
む
黙
が
な
い
で
も
な
い
。

　
画
來
、
佛
説
の
法
即
ち
達
磨
（
U
冨
嘗
2
U
冷
酒
ヨ
ρ
）
ご
い
ふ
宇
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
経
文
中
種
々

様
々
に
解
繹
さ
る
べ
き
笛
が
あ
る
や
う
で
、
少
な
く
も
七
・
八
種
の
使
用
法
を
庭
別
ゆ
る
こ
ご
が
出

面．

驕
攝
盾
ﾁ
て
経
丈
中
の
法
の
意
味
は
極
め
て
難
…
解
で
あ
る
。
今
そ
の
主
要
な
る
解
繹
を
列
暴

し
て
見
る
ご
、
（
ご
事
物
、
現
象
、
世
界
、
宇
宙
等
の
意
味
（
詮
夷
ω
も
幽
き
ヨ
。
募
も
搦
措
8
≦
o
ユ
P
o
o
ω
一
昌
。
ω
）
1

龍
樹
等
の
諸
法
無
我
は
主
に
之
を
指
す
。
（
二
）
個
人
の
身
心
の
状
態
又
は
遣
瀬
上
の
關
…
係
（
き
。
暮
詳

ヨ
○
鎚
ポ
℃
げ
誘
剛
。
巴
ω
寅
8
。
。
驚
昏
Φ
営
鼠
く
置
鋸
巴
）
ー
ー
叢
ヨ
懇
の
法
ご
い
ふ
如
き
…
場
合
。
（
三
）
特
に
意
識
の
鋤

象
、
掘
念
、
映
像
等
（
貯
鴇
a
旦
碧
．
㌦
紆
3
算
㊤
σ
q
。
v
＆
8
房
。
h
鑓
磐
。
）
（
四
二
般
的
に
言
ふ
眞
理
（
ぎ
昏

昏
σ
q
9
石
工
v
夢
。
U
冨
ヨ
ヨ
9
）
一
諸
佛
世
尊
の
法
、
我
も
亦
之
を
宣
ぷ
ε
言
ふ
如
し
。
へ
五
）
一
般
的
に
言
ふ

激
義
説
法
の
内
容
、
問
答
の
論
黙
、
言
説
の
風
呂
等
（
＆
・
含
6
貯
σ
q
窪
。
巨
9
ρ
藁
℃
。
算
。
h
自
。
。
母
屋
）
（
一
聯
）
正

義
義
務
、
道
徳
倫
理
曲
説
（
『
｛
σ
q
9
ヨ
。
舜
ご
筥
9
。
農
嘗
）
（
七
葎
に
冒
す
る
経
文
、
律
論
に
劉
す
る
経
、
法
門
、

含
舞
5
舞
。
δ
山
ぴ
O
o
訂
）
（
八
）
有
ら
ゆ
る
佛
説
の
眞
髄
，
佛
陀
の
宗
激
、
佛
早
雪
＆
α
ぽ
い
・
。
邑
陶
σ
q
δ
♂
禽
。
，
窪
8

0
h
夢
。
び
伊
里
臼
旨
け
自
。
。
需
凶
器
）
一
等
の
場
合
が
あ
る
。
之
は
極
め
て
漠
然
た
る
分
類
で
あ
る
が
細
分



　
す
る
蓬
が
な
い
。
諸
行
も
諮
法
も
用
法
や
解
騨
に
於
て
混
同
し
易
い
こ
と
は
何
れ
も
第
圃
の
意
．

　
味
に
こ
そ
分
類
さ
る
べ
き
で
あ
る
性
質
か
ら
槻
て
も
想
像
さ
れ
や
う
。
そ
こ
で
思
ふ
に
、
原
始
佛

　
血
中
の
諸
法
無
我
は
諸
行
無
我
ε
殆
ん
ざ
同
じ
や
う
な
濃
い
意
味
に
解
繹
さ
れ
て
る
だ
も
の
が
、
，

　
後
に
は
阿
毘
達
磨
（
》
び
げ
一
儀
ゲ
斜
憎
ヨ
欝
）
の
論
究
逡
歩
す
る
に
つ
れ
、
丈
宇
の
匿
別
か
ら
凝
る
義
理
の
分
疏

　
を
奪
臆
す
る
や
う
に
な
り
、
途
に
行
を
以
て
有
爲
こ
し
法
を
以
て
有
事
無
爲
を
為
す
る
萬
法
森
羅
噛

　
の
意
に
分
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
勿
論
、
一
切
無
我
ご
い
ふ
場
合
に
は
，
有
ら
ゆ

　
る
人
間
の
意
識
に
登
る
有
形
無
形
有
爲
無
爲
の
諸
法
を
包
聴
し
て
み
る
課
で
は
あ
る
が
、
諸
行
無
、

　
常
、
諸
行
苦
、
諸
行
無
我
冠
推
論
し
乍
ら
、
假
今
治
の
第
三
句
を
諸
法
無
我
ε
す
る
時
は
あ
っ
て
も
、
第
’

　
一
句
第
二
句
を
鍵
じ
て
諸
法
無
常
、
諸
法
苦
と
す
る
こ
ご
の
断
じ
て
無
い
以
上
、
多
少
暗
々
に
は
佛
噛

　
説
中
に
も
已
に
業
に
行
ε
法
ε
の
匠
別
が
認
め
ら
れ
て
み
た
謹
擦
で
あ
ら
う
。
然
し
法
の
字
義
’

　
の
極
め
て
廣
汎
な
た
め
に
、
無
我
に
限
っ
て
法
を
行
ピ
し
行
を
法
ご
す
る
等
の
憂
慮
が
可
能
で
あ

　
つ
た
鐸
で
あ
る
。
然
る
を
後
世
の
鬼
窟
痴
者
で
は
、
必
ら
す
諸
法
無
我
な
り
ε
確
信
し
、
暗
方
に
於
．

　
で
諸
行
無
我
の
経
文
あ
る
こ
ε
を
も
打
ち
忘
れ
－
i
そ
れ
は
故
意
に
か
偶
然
に
か
知
ら
な
い
が

　
一
途
に
諸
法
無
我
を
以
て
眞
の
佛
説
な
り
ビ
確
執
す
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
ら
う
ビ
想
は
れ
る
Q
．

噺
　
　
然
し
我
々
は
考
へ
て
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
有
爲
の
無
我
か
ら
進
ん
で
無
心
の
無
我
に
ま
で
説

－

　
　
　
　
　
無
　

我
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
四

き
及
ぼ
す
こ
ご
が
果
し
て
正
面
で
あ
ら
う
か
○
若
し
何
等
か
の
不
霜
然
不
合
理
が
あ
う
ε
す
れ
－

ば
そ
は
短
慮
か
ら
來
π
も
の
で
あ
ら
う
か
。
之
を
追
求
す
る
こ
ご
に
依
て
無
我
設
の
翼
義
が
多

少
捕
捉
さ
れ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
先
づ
第
一
に
考
ふ
べ
き
は
我
・
々
の
解
股
ε
い
ふ
こ
ε
で
あ

る
。
解
脱
ピ
は
有
心
無
常
生
滅
任
継
の
生
活
か
ら
無
血
常
住
堅
固
不
動
の
世
界
へ
超
入
す
る
こ
・

ピ
で
は
な
い
か
。
劇
化
縛
戒
の
我
れ
を
無
墾
無
縛
の
軍
な
る
静
寂
の
聰
れ
に
導
入
す
る
こ
ご
で

は
な
い
か
。
寂
滅
浬
磐
（
Z
一
げ
玄
⇒
p
）
ご
は
斯
う
し
た
解
脱
の
境
に
名
け
た
も
の
で
あ
っ
て
涯
繋
は

決
し
て
虚
無
で
は
な
い
。
全
く
七
化
な
き
凝
然
静
寂
の
境
で
あ
る
つ
而
し
て
佛
漱
に
所
謂
無
欝

の
世
．
界
て
ふ
も
の
に
は
三
種
あ
る
中
、
虚
無
無
題
は
解
．
懐
こ
し
て
何
等
嫁
す
る
所
は
な
い
○
唯
揮

滅
無
心
（
等
蝕
。
。
恥
乾
合
愚
出
帆
δ
儀
冨
）
即
ち
正
智
の
簡
鐸
力
に
依
て
得
た
寂
滅
無
爲
の
大
浬
鍵
の
境
ご
、
非

立
腰
．
無
爲
（
》
℃
舜
房
戸
艶
魯
滋
ム
凶
δ
審
9
）
師
ち
生
縁
を
全
く
鋏
げ
る
本
性
清
浮
蘭
阿
羅
漢
の
境
涯
ビ
が
、
．
、

解
脱
の
理
想
境
で
あ
る
。
此
．
の
無
爲
の
解
脱
境
に
有
我
無
我
の
差
別
を
・
論
ず
ざ
き
徐
地
が
何
慮
・

に
あ
る
か
。
佛
陀
説
法
の
語
調
か
ら
す
れ
ば
、
一
切
の
無
常
な
る
も
の
は
苦
で
あ
め
、
苦
な
る
も
の

は
無
我
で
あ
る
と
言
ふ
○
そ
の
推
論
初
島
は
明
ら
か
に
同
｝
物
」
即
ち
有
爲
法
そ
の
ち
の
に
就
て

の
論
説
に
止
ま
る
。
故
に
有
爲
の
無
我
に
徹
底
し
得
，
生
滅
愛
化
の
中
に
浸
頭
せ
る
吾
れ
が
充
分

に
有
我
有
我
所
の
悪
見
を
絶
滅
し
得
さ
へ
す
れ
ば
、
宙
ら
無
爾
の
境
に
音
入
し
得
る
、
滋
理
で
あ
ろ
。



　
無
爲
の
無
我
な
る
こ
ε
殆
ん
ざ
岱
明
の
理
で
み
り
乍
ら
強
ひ
て
有
爲
無
爲
の
諸
法
悉
く
無
我
な
－

　
り
ε
は
．
樋
か
に
贅
言
で
あ
ら
ね
．
ば
な
ら
ぬ
。
　
更
に
叉
第
二
に
考
ふ
べ
き
は
、
龍
樹
の
記
す
如
く
常
－

　
遍
面
相
の
融
帥
ち
ア
ー
ト
マ
ン
の
説
を
打
破
す
る
必
要
上
諸
法
無
我
を
主
張
せ
リ
ビ
す
る
も
、
之
・

　
れ
亦
五
十
歩
百
歩
の
饒
説
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
何
ビ
な
れ
ば
ア
ー
ト
マ
ン
の
解
騨
に
は
種
々

　
多
方
面
あ
る
け
れ
ざ
も
大
別
し
て
二
種
に
分
け
る
こ
ご
が
田
來
、
そ
の
一
は
生
滅
養
化
の
有
限
的

　
存
在
の
中
心
に
潜
む
永
久
的
統
一
我
ご
見
倣
す
心
魂
説
で
あ
り
、
そ
の
二
は
萬
有
差
別
の
現
象
裡
・

　
に
逼
る
、
無
差
別
絶
甥
皇
威
の
永
久
的
原
理
ε
認
む
る
説
で
あ
り
、
若
し
前
説
を
否
認
せ
ん
ご
し
・

　
て
立
て
た
の
が
佛
激
の
無
我
説
で
あ
り
ご
す
れ
ば
、
軍
に
有
爲
の
世
界
の
我
を
否
定
す
れ
ば
足
る

　
の
で
、
之
を
無
爲
に
ま
で
説
き
及
ぼ
す
必
要
は
毛
頭
無
い
こ
ご
前
述
の
如
く
で
あ
る
し
、
若
し
又
、
後
．

　
説
の
ア
ー
型
マ
ン
を
否
定
せ
ん
ご
し
た
な
ら
ば
、
斯
る
意
味
の
ア
ー
ト
マ
ソ
は
佛
毅
の
理
想
境
た

　
る
浬
葉
界
ご
全
く
同
じ
で
あ
る
が
故
に
、
佛
激
は
宮
殺
を
鱗
儀
な
く
さ
れ
る
こ
ご
に
な
る
し
、
何
れ

　
に
し
て
も
、
無
冠
の
世
界
に
無
我
を
論
及
す
る
こ
ご
は
實
に
謂
無
き
蛇
足
ビ
な
り
、
却
っ
て
過
ぎ
な

　
る
は
…
猶
ほ
及
ば
ざ
る
に
近
い
不
合
理
的
解
騨
ご
成
り
細
っ
た
こ
評
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
婆
羅
門

　
の
聖
典
に
は
鼻
塞
を
以
て
梵
（
b
ご
箪
げ
ヨ
9
巳
師
ち
ア
ー
ト
マ
ソ
の
所
作
な
り
と
認
む
る
文
句
が
あ
る
。
、

㎜
此
の
堰
塞
は
無
爲
で
あ
る
が
而
も
ア
，
ト
；
の
存
在
す
る
所
な
り
ご
外
撹
凝
す
る
が
故
に
、
之

1

　
　
　
　
　
無
　
我
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
五
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五
六

に
封
抗
す
る
必
要
上
、
虚
塞
無
我
を
主
張
し
た
こ
考
へ
た
な
ら
ば
悠
う
で
あ
ら
う
か
。
龍
樹
の
解
．

騨
杯
も
恐
ら
く
は
此
の
邊
か
ら
面
罵
し
た
も
の
か
ご
想
像
さ
れ
る
が
、
之
も
甚
だ
無
用
の
沙
汰
で
・

あ
る
。
佛
敷
に
無
爲
を
説
く
は
有
爲
に
益
す
る
無
罪
で
あ
る
。
有
爲
を
解
貸
し
て
膚
ら
無
二
を
・

現
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
生
死
議
論
の
此
岸
ご
寂
滅
無
心
の
彼
岸
ご
が
意
味
を
持
つ
や
う
に
な
．

る
。
彼
の
虚
室
無
二
こ
い
ふ
が
如
き
は
本
機
無
始
無
二
の
無
爲
で
あ
っ
て
人
間
貰
聞
の
生
活
ご

何
等
關
す
る
所
が
無
い
○
之
を
佛
敷
の
世
界
観
に
取
）
入
れ
た
こ
す
る
も
外
滋
に
饗
す
る
方
便
口

か
ら
で
あ
っ
て
遙
か
に
第
二
義
第
三
義
的
で
あ
る
。
人
聞
の
解
脱
を
主
眼
ε
し
た
原
始
佛
敷
の

第
一
義
か
ら
は
、
等
温
無
爲
の
如
き
、
有
っ
て
も
無
く
て
も
差
支
な
い
。
随
っ
て
そ
の
虚
塞
の
有
我

無
我
を
論
ず
る
如
き
も
，
佛
陀
の
未
三
巴
十
四
項
目
以
上
の
戯
論
で
あ
る
。
そ
の
他
如
何
な
る
掘
、

念
鮪
～
の
無
爲
が
龍
樹
等
に
依
て
想
定
さ
れ
て
る
た
ご
し
て
も
、
出
れ
等
に
ま
で
無
我
を
説
き
及
ぼ
、

す
こ
ε
は
恐
ら
く
佛
陀
の
眞
精
紳
で
は
無
か
っ
た
ら
う
こ
ビ
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

　
諸
法
無
我
の
眞
義
が
奈
邊
に
存
す
る
か
は
上
來
の
論
究
に
依
て
野
々
明
ら
か
に
な
っ
た
ご
し
、

て
、
膚
ほ
叢
に
論
ず
べ
き
は
所
謂
小
乗
の
三
法
印
説
に
つ
い
て
や
あ
る
。
普
通
に
は
小
乗
男
憎
の

三
法
印
ご
し
て
　
（
一
）
諸
行
無
常
、
（
二
）
諸
法
無
我
、
（
三
）
涯
薬
寂
静
、
の
三
項
を
暴
げ
る
。
法
印
（
U
ぎ
マ
、

彰
㍗
匿
民
缶
）
ど
い
ふ
の
は
又
、
法
制
（
U
N
類
鐸
口
㌣
民
〔
野
薮
二
巴
）
ご
も
言
は
れ
て
る
る
や
う
に
、
佛
説
の
要
諦
を



　
若
干
の
項
目
に
分
類
包
帯
し
て
記
憶
に
便
す
べ
く
印
持
振
執
す
る
意
昧
で
あ
る
か
ら
、
必
ら
す
し

　
も
之
を
三
法
印
に
限
る
理
由
は
な
い
。
又
、
實
際
経
文
の
例
に
見
る
も
、
二
法
印
説
も
あ
り
、
三
法
印

　
説
も
あ
り
、
四
法
印
説
も
あ
り
、
更
に
法
印
の
名
目
内
容
に
至
っ
て
も
種
々
の
墾
化
が
あ
り
得
る
道
”

　
理
で
あ
る
。
此
の
中
に
於
て
何
故
に
三
法
印
説
が
普
蓮
一
般
に
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
か
、
，

　
三
法
印
南
の
洋
学
を
攻
．
究
す
る
こ
ご
も
亦
此
の
際
興
味
あ
る
問
題
た
る
を
失
は
鳳
で
あ
ら
う
。

　
　
同
じ
三
法
印
説
に
も
経
文
の
記
す
所
に
依
て
三
種
の
匿
別
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
色
に
就

　
て
無
常
、
苦
、
無
我
の
三
義
を
詮
は
し
、
受
想
行
識
に
於
け
る
も
亦
然
り
ε
し
て
、
所
謂
五
纏
分
析
に
よ

　
る
無
我
論
謹
の
方
法
を
以
て
す
る
も
の
で
、
言
は
“
諸
行
無
常
、
諸
行
苦
、
諸
行
無
我
の
三
法
印
を
説

　
く
も
の
こ
見
倣
し
て
差
支
な
い
。
此
の
論
法
は
佛
陀
の
最
も
愛
用
せ
ら
れ
だ
所
ビ
見
へ
、
経
交
中

　
そ
の
例
枚
畢
に
邊
が
な
い
こ
置
は
上
來
引
用
の
諸
軍
か
ら
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、

　
特
に
著
し
い
例
を
出
し
て
見
る
ε
、
『
大
品
』
中
の
受
戒
腱
度
に
於
け
る
佛
陀
の
初
縛
法
輪
（
岩
9
㌶
く
一

　
お
σ
q
2
ど
9
い
。
。
一
ま
）
や
、
『
心
乱
河
心
』
の
師
古
経
（
ω
巴
身
9
鳴
虫
宏
蹄
ξ
3
X
×
い
＼
P
ω
婆
9
ゐ
葺
ε
や
↓
雑
阿
含
』
巷

　
一
及
び
懇
二
等
の
無
常
経
（
ω
ρ
節
署
窪
㌣
累
葭
後
馬
㎏
×
×
×
＜
M
H
i
α
骨
身
）
等
は
そ
の
好
例
で
あ
ら
う
。
第

　
二
は
同
じ
三
法
印
の
名
目
を
傳
へ
乍
ら
、
無
常
ご
苦
ご
は
諸
行
に
つ
い
て
言
ひ
、
無
我
は
囲
う
諸
法

蹴
に
つ
い
て
言
ふ
も
の
で
例
ζ
『
塗
尼
河
耶
』
（
撰
．
ω
轟
）
中
に
見
た
前
掲
の
経
文
の
如
ミ
明
ら
か

1
　
　
　
　
　
無
　
我
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
八

に
諸
行
無
常
（
0
り
鋤
げ
げ
O
　
ω
即
剛
げ
匿
び
凱
触
駒
　
鋤
コ
｛
O
O
筒
）
、
諸
行
苦
（
も
Q
掌
。
び
び
。
ω
聖
ぴ
鉱
嵩
B
胡
乱
《
剛
＾
H
類
）
、
諸
法
無
我
（
O
Q
9
び
。
象
勲
日
讐
♂

碧
9
薮
）
の
三
法
印
を
連
ね
説
い
て
み
る
し
、
『
法
句
経
』
の
如
き
に
も
次
の
三
詩
が
並
べ
ら
れ
て
み
る
。
，

　
．
．
ω
菩
冨
銘
巳
＾
冨
篇
”
鼠
8
酒
壷
爵
号
隠
蜜
曙
恥
℃
8
舞
一
計
　
『
諸
行
は
無
常
な
り
ε
正
見
せ
ば
、

　
曽
畠
缶
巳
ぴ
σ
営
面
心
臼
二
（
窪
ρ
o
葵
導
鋤
σ
q
σ
q
o
く
ぎ
＆
一
日
ジ
、
劉
、
｝
　
　
　
始
め
て
苦
を
厭
棄
す
る
に
到
ら
ん
、
之
れ
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
脱
へ
の
蓮
な
り
。
』

　
．
へ
ω
9
ぴ
σ
。
の
鍵
導
塗
装
曾
迂
＾
H
嵩
・
臨
饗
翁
℃
蝕
自
饗
℃
器
ω
ρ
F
　
　
『
諸
行
は
苦
な
り
ご
正
見
せ
ば
、

　
豊
声
疑
ぴ
ぴ
七
七
笥
曾
穿
一
隅
ρ
o
も
。
9
昌
郵
σ
Q
σ
q
o
≦
鐙
山
象
陶
旨
■
山
勘
　
　
　
始
め
て
苦
を
厭
棄
す
る
に
到
ら
ん
、
之
れ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
脱
へ
の
滋
な
り
。
』

　
・
・
ω
巴
）
冨
ユ
ぎ
ヨ
B
9
室
内
け
勘
虚
長
身
℃
型
録
饗
岩
出
9
旨
旨
　
『
諸
法
は
無
我
な
り
ご
正
見
せ
ぱ
、

　
9
島
ρ
鼠
ぴ
げ
鍵
面
心
曾
一
く
欝
ρ
①
舞
2
9
σ
q
鵬
。
謬
躍
亀
臼
μ
蔓
肥
、
　
　
　
始
め
て
苦
を
厭
棄
す
る
に
到
ら
ん
、
之
れ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
脱
へ
の
道
な
り
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
冨
ヨ
ヨ
巷
巴
2
い
き
奴
。
。
L
M
り
）

此
等
第
一
及
び
第
二
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
無
我
に
つ
い
て
諸
行
ご
諸
法
ε
す
る
の
形
式
的
相
漉
墨

は
め
る
け
れ
こ
も
、
そ
の
心
に
至
っ
て
は
恐
ら
く
同
論
で
あ
ら
う
し
、
共
に
無
常
、
苦
、
無
我
の
三
者
を
・

介
立
し
て
考
へ
て
る
る
事
は
最
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
Q
勿
論
之
を
呼
ん
で
三
法
印
ご
な
し
た
、



　
経
文
は
無
い
が
、
恐
ら
く
三
法
印
説
の
起
源
を
な
す
最
初
の
形
で
あ
ら
う
こ
ビ
は
疑
を
容
れ
な
い
・

　
然
る
に
三
法
遮
蔽
の
第
三
に
至
っ
て
は
全
く
後
世
の
「
所
謂
三
法
印
ご
同
じ
経
文
な
り
、
聖
句
な
り

　
が
嚢
見
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
み
る
、
『
雑
婚
含
』
第
十
懇
の
第
七
経
へ
辰
二
一
五
四
）
に
よ
る
ご
、
佛
入

　
滅
後
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
頃
、
多
く
の
佛
弟
子
達
は
法
を
求
め
來
つ
た
長
老
關
陀
（
∩
冨
毒
ρ
）
に
饗
し

　
佛
説
の
要
諦
ご
し
て
次
の
如
く
舜
述
し
た
ビ
い
ふ
。

　
　
『
色
無
常
，
受
想
行
識
無
常
、
一
切
行
無
常
．
一
切
法
無
我
、
浬
繋
寂
滅
。
』

　
寝
れ
明
ら
か
に
三
法
印
の
無
常
無
我
浬
繋
説
で
あ
る
。
假
之
，
佛
滅
後
の
こ
ε
、
は
い
へ
、
三
法
印

　
の
名
が
未
だ
冠
せ
ら
れ
て
み
な
い
ε
は
い
へ
、
所
謂
三
法
印
の
實
質
は
蕪
黛
初
め
て
そ
の
頭
語
は
監

　
れ
て
る
る
鐸
で
あ
る
。
け
れ
ご
も
、
此
の
漢
謬
に
相
臆
す
る
巴
利
原
典
を
封
校
し
て
見
る
ご
．

　
（
O
Q
舘
ψ
団
二
陣
甲
室
籔
巻
M
×
×
目
ど
ゆ
3
∩
冨
壽
？
し
∩
暮
3
）

　
　
へ
へ
燕
口
℃
罪
障
乙
δ
響
蕊
o
O
ゲ
磐
舞
㊤
b
凶
8
ρ
旨
●
≦
号
鼠
　
　
『
實
に
長
老
關
陀
よ
、
色
は
無
常
な
り
、
受
、
想
、
行
、
，

　
　
§
8
6
典
¢
ゆ
識
二
四
。
鼠
8
騨
ω
簿
一
算
M
”
働
『
勘
9
⊃
一
H
㎞
。
。
駒
．
＜
㌶
重
唱
　
　
　
識
も
無
常
な
り
、
色
は
無
我
な
）
、
受
、
想
、
行
、
識

　
　
9
ヨ
9
巳
8
巴
堂
因
ξ
9
B
霧
暮
け
許
く
。
鳥
9
猛
。
ω
秘
ロ
、
．
ω
甲
　
　
も
無
我
な
り
。
諸
行
は
無
常
な
）
、
諸
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
薮
臼
4
篇
・
ぐ
ヨ
9
蟹
ヨ
2
戸
暮
翁
8
し
∩
呂
ぴ
・
ω
拶
老
臼
母
箇
碧
ア
　
　
無
我
な
り
。
』

鵬
　
。
。
瀞
・
。
呂
ぴ
①
繕
ρ
拶
・
リ
リ
・
同
冒
9
－
。
昌
・
舞
、
．

1
　
　
　
　
　
無
　
我
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
九
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〇

ε
あ
っ
て
、
結
局
、
無
常
、
無
我
の
奥
印
の
み
あ
り
、
佛
説
の
常
套
語
た
る
無
常
、
苦
、
無
我
の
苦
を
略
せ
る

ぜ
共
に
、
玉
垣
寂
滅
等
は
更
に
認
め
な
い
。
吾
々
が
先
き
に
こ
法
印
説
あ
わ
ご
言
っ
た
の
も
之
を

指
し
た
の
で
あ
る
が
、
兎
も
角
、
小
乗
三
法
印
説
の
未
だ
充
分
に
確
立
し
て
み
な
か
っ
た
こ
ε
を
窺

ふ
に
足
ら
う
ご
思
ふ
。
而
し
て
最
も
明
ら
か
に
三
法
印
を
列
し
た
の
は
、
佛
滅
後
五
百
年
頃
の
成

立
ご
想
定
さ
れ
て
る
る
『
大
聖
婆
沙
羅
』
の
百
二
十
六
野
中
に
あ
る
次
の
如
き
文
句
で
あ
ら
う
。

『
契
経
云
何
譜
諸
経
中
叢
説
難
句
、
如
説
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
浬
繋
寂
静
等
。
』
、
牧
六
⊥
e

但
し
鼓
に
も
未
だ
三
法
印
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
は
み
な
い
の
で
あ
る
が
、
諸
経
丈
の
要
黙
ご
し

て
三
句
に
許
し
た
邊
か
ら
見
れ
ば
、
之
が
印
ち
法
印
の
實
質
で
あ
っ
て
懸
れ
以
外
に
特
別
の
名
を

要
求
す
る
必
要
は
な
い
○
然
る
に
龍
樹
の
『
智
度
論
』
窓
十
五
及
び
廿
二
に
依
る
ご
明
ら
か
に
ミ

種
法
印
の
名
を
以
て
呼
び
、
種
々
複
雑
な
議
論
ま
で
附
説
す
る
に
至
っ
て
み
る
。

コ
ご
種
法
印
、
一
驚
扁
切
有
爲
生
法
無
常
等
印
、
二
者
一
切
法
無
我
印
、
三
者
面
繋
實
法
印
。
』
（
徒
マ
九
六
）
．

『
問
臼
何
等
是
佛
法
印
、
　
　
答
臼
佛
法
印
有
三
種
、
叫
者
…
切
有
爲
法
念
々
生
滅
皆
無
常
、
二
者
一

　
切
法
無
我
三
者
寂
滅
浬
繋
、
行
者
知
三
界
皆
互
有
爲
生
滅
、
作
法
先
有
今
無
五
二
後
無
、
念
々
生
滅

　
恐
察
相
似
生
故
、
可
得
見
知
、
如
流
水
燈
燭
長
風
相
似
相
．
績
、
故
人
以
還
一
衆
生
、
於
無
常
法
門
常
顛

　
倒
故
、
謂
慌
者
是
常
住
、
是
名
一
切
作
法
無
常
印
、
一
切
法
無
我
、
諸
法
内
無
主
無
作
者
、
無
知
無
見
無
噛



　
　
生
者
無
造
業
者
、
一
切
法
皆
薦
因
縁
、
属
因
歯
群
不
自
在
、
不
自
在
敷
無
我
、
白
墨
不
可
得
故
、
如
破
我

　
　
品
中
正
、
是
名
無
我
印
、
・
…
・
…
寂
滅
者
是
浬
盤
、
三
態
三
管
火
難
故
三
脚
寂
滅
印
。
』
（
往
二
⊥
ハ
、
七
、
）

　
此
の
説
は
明
確
に
三
法
印
ε
銘
打
っ
て
出
た
最
初
で
あ
る
Q
　
加
之
龍
樹
は
進
ん
で
此
の
三
法
印

　
相
互
問
の
關
係
を
述
べ
足
し
て
み
る
。
無
常
槻
は
外
界
の
我
所
を
破
せ
ん
が
爲
め
で
あ
り
、
無
我

　
「
掘
は
内
界
の
我
を
破
せ
ん
が
弾
め
で
あ
）
、
此
、
の
理
事
の
結
果
、
『
我
我
斯
破
故
是
名
寂
滅
涯
繋
』
ご

　
い
ふ
こ
ご
に
な
る
ビ
説
ズ
。
『
詰
り
、
外
的
に
槻
た
人
間
生
活
の
我
執
、
世
情
五
欲
の
食
求
ε
之
に
俘

　
燃
す
る
「
切
の
苦
拶
ε
を
破
す
る
の
が
無
常
槻
の
目
的
で
あ
る
こ
し
、
己
に
外
的
の
無
我
に
徹
見

　
し
た
か
ら
に
は
講
じ
て
内
的
帥
ち
膚
心
内
部
の
主
我
執
着
を
打
破
せ
ね
ば
な
ら
澱
し
、
内
外
無
我

　
に
洞
徹
し
得
π
所
に
始
め
て
事
象
森
羅
の
差
別
か
ら
離
脱
し
た
眞
の
塞
寂
浬
導
燈
が
現
出
す
る
、

　
赦
に
此
の
三
法
印
が
撃
ち
｝
切
継
法
の
太
綱
で
あ
る
ご
見
倣
す
の
で
あ
る
。
若
し
之
を
四
聖
諦

　
に
該
嬉
し
て
見
る
な
ら
ば
、
苦
集
二
諦
は
無
常
槻
に
漉
し
、
豊
富
は
無
我
槻
に
、
滅
諦
は
帥
ち
寂
滅
浬

　
葉
印
な
）
ざ
三
度
い
の
で
あ
る
。
籠
樹
は
更
に
言
ふ
、

　
　
『
是
三
印
一
切
論
議
師
所
不
能
壊
、
錐
種
々
逆
撃
所
説
亦
無
能
編
出
法
性
者
、
罫
描
相
無
能
轄
倉
熟
、

　
　
諸
濾
牲
不
可
壊
、
假
使
人
能
傷
虚
塞
、
歯
舞
法
印
如
法
不
可
壊
、
聖
人
知
是
三
種
法
相
、
於
一
切
依
止

鵬
　
　
邪
見
各
々
圃
譲
威
得
離
、
処
置
演
目
人
、
見
誰
盲
嚢
種
々
色
相
感
暴
騰
之
不
舞
鶴
譲
。
』
（
毬
T
七
）

1　
　
　
　
　
無
　
　
我
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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山
畑
ニ

　
此
の
論
鋒
を
以
て
見
れ
ば
、
三
法
印
説
の
當
時
に
確
定
し
て
三
諦
さ
れ
淀
こ
ご
は
毛
題
疑
は
れ

な
い
の
で
、
恐
ら
く
後
世
支
邦
勝
本
の
學
者
が
聡
ふ
る
所
も
平
温
か
ら
引
用
し
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
彼
の
詞
梨
践
摩
（
霞
P
↓
即
く
餌
鴨
ヨ
ρ
⇒
）
論
師
が
『
成
實
論
臨
の
初
め
に
、

『
叉
佛
野
中
有
三
法
印
、
一
切
無
我
、
有
爲
諸
法
念
々
無
常
、
寂
滅
涯
繋
、
是
三
法
印
、
一
切
論
者
所
不
能

　
壊
以
眞
旧
故
。
』
（
藏
二
一
七
）

ご
記
す
も
の
も
、
假
之
、
法
印
の
順
序
を
異
t
し
、
一
切
無
我
ε
な
す
如
き
略
語
あ
り
ご
は
言
へ
、
主
旨

全
く
龍
樹
の
論
説
ご
符
節
を
合
す
る
所
が
あ
み
か
ら
、
彼
よ
う
早
事
し
來
つ
π
こ
ご
殆
ん
ご
怪
し

む
に
足
る
ま
い
ビ
思
ふ
。

　
倦
て
上
來
述
べ
沖
つ
た
第
三
種
の
三
法
解
説
は
、
何
れ
も
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
渥
盤
寂
滅
の
三

印
を
並
説
し
た
も
の
で
、
原
始
の
経
文
中
に
は
爾
ほ
暖
昧
を
免
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
後
世
次
第
に

明
確
な
形
を
取
る
に
至
り
、
『
婆
沙
』
よ
り
進
ん
で
『
小
論
』
に
入
っ
て
始
め
て
三
種
法
印
の
名
を
冠
せ

ら
る
、
に
至
り
、
『
成
仏
』
そ
の
他
後
世
の
論
は
乏
に
習
ふ
も
の
比
々
殆
ん
ざ
皆
早
り
ご
い
ふ
べ
き

三
法
印
説
の
上
馬
を
略
述
し
π
つ
も
り
で
あ
る
。
而
し
て
勿
論
そ
は
本
源
ご
し
て
佛
陀
の
常
套

語
だ
る
無
常
、
苦
、
無
我
、
の
説
を
取
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
何
故
に
無
常
、
苦
、
無
我
が
無
常
、
無
我
、
浬
繋
の

三
者
に
愛
化
し
た
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
っ
た
。
此
の
憂
化
推
移
を
論
ず
る
前
に
、
我
々
は
今



　
一
つ
所
謂
語
法
話
説
な
る
も
の
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
之
に
依
て
始
め
て
略
々
此
の
種
法

　
印
説
の
由
來
を
關
明
し
得
る
や
う
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
四
法
印
説
に
も
経
文
薫
依
て
自
ら
二
種
の
層
別
が
認
め
ら
れ
る
○
第
一
は
諸
行
に
つ
い
て
無

　
常
、
苦
、
無
我
、
を
た
て
、
之
に
浬
繋
の
一
蓋
を
加
へ
て
四
法
ε
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
ご
は
諸
行
に
つ
い

　
て
無
常
苦
を
た
て
、
諸
法
に
う
い
て
無
我
を
説
き
、
之
に
浬
薬
の
鳳
印
を
附
加
し
た
四
法
印
説
で
あ

　
る
。
『
増
一
阿
含
』
無
期
に
よ
る
と
、
仁
心
は
由
る
時
、
次
の
や
う
に
比
丘
達
に
説
法
せ
ら
れ
た
ご
云
ふ
。

　
　
『
我
今
非
猫
在
比
丘
比
丘
尼
清
信
士
清
信
女
中
爲
奪
、
乃
至
世
間
健
民
中
江
奪
、
今
漏
壷
法
本
末
、
我

　
　
躬
角
知
之
、
而
作
品
於
四
部
之
衆
天
上
人
中
、
云
何
爲
四
、
「
者
一
切
諸
行
皆
悉
無
常
、
…
…
：
二
者
一

　
　
切
諸
行
苦
、
三
者
一
切
諸
行
無
我
、
四
三
浬
繋
休
息
、
：
：
…
是
認
比
丘
四
法
之
本
、
三
晃
於
天
上
入
中

　
　
而
濁
得
奪
。
』
（
長
一
一
七
五
）

　
此
に
所
謂
四
法
本
末
ご
は
佛
説
の
本
末
撃
ち
要
黙
を
撮
持
せ
る
四
種
の
法
の
無
配
で
あ
る
か
ら

　
正
し
く
法
印
又
は
法
皇
に
相
拝
す
る
◎
而
も
佛
陀
膚
身
の
説
法
ε
あ
る
限
）
、
こ
れ
ほ
ご
明
確
な

　
四
法
印
は
他
に
あ
る
ま
い
○
此
の
佛
説
を
糧
堅
し
た
の
で
あ
ら
う
か
、
舎
利
弗
（
ω
鑑
鷲
欝
）
長
老
は

　
膚
ら
の
絡
焉
に
際
し
て
諸
比
丘
を
諌
め
た
説
法
に
斯
う
言
っ
て
み
る
。

僻
　
『
今
有
四
法
本
末
半
平
之
所
説
」
ム
何
爲
四
、
一
切
諮
行
無
常
馬
是
男
雛
国
本
四
半
來
之
所
説
、
一
切
諸

－　
　
　
　
　
艦
…
　
　
我
　
　
　
鵬
岬
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
一
二
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四

㎜
行
電
導
謂
第
二
法
主
零
…
三
切
諸
行
無
我
是
謂
第
三
法
丁
零
…
淫
繋
爲
永
宣
誓
剛
第
四

　
　
法
本
末
、
－
…
…
是
謂
諸
賢
四
六
本
末
、
如
摩
之
所
説
。
』
（
長
一
…
七
七
）

　
叉
、
同
じ
『
阿
含
』
三
十
六
に
、
佛
陀
は
入
滅
に
近
き
最
後
の
遊
行
に
際
し
、
永
別
を
泣
き
悲
し
む
毘
舎

　
離
（
く
。
ω
思
）
の
城
民
共
に
、
同
じ
四
法
印
説
を
反
復
重
事
し
て
斯
う
慰
め
ら
れ
て
み
る
Q

　
　
『
止
々
三
人
勿
懐
軍
国
、
癒
耳
管
物
欲
使
不
壊
者
絡
無
煙
理
．
習
先
以
有
四
事
之
激
・
…
：
…
云
何
鴬
四
、

　
　
一
切
行
無
常
是
謂
一
法
。
一
切
行
軽
軽
謂
二
法
、
一
切
行
無
我
是
謂
三
法
．
浬
薬
爲
滅
盤
舞
台
第
四

　
　
法
之
本
、
如
是
不
昏
夢
來
當
取
滅
度
、
汝
等
當
知
四
法
之
本
、
普
與
一
切
衆
生
而
説
其
事
、
』
（
最
三
！
二
）

　
此
等
の
経
文
に
依
て
見
れ
ば
、
本
末
の
四
法
ε
言
ふ
も
四
種
の
平
塚
ご
言
ふ
も
、
詰
）
佛
説
の
眞
髄

　
を
四
法
印
に
癒
し
τ
．
佛
膚
ら
之
を
説
か
れ
淀
こ
ε
は
明
白
で
あ
る
が
、
然
る
に
之
に
和
當
す
る
巴

　
利
原
典
の
経
文
を
見
る
も
、
如
何
せ
ん
斯
る
四
法
印
の
説
法
は
寡
聞
早
見
の
我
々
に
殆
ん
ざ
見
當

　
ら
濾
や
う
で
あ
る
。
け
れ
こ
も
見
當
ら
ぬ
か
ら
ビ
い
っ
て
事
實
有
り
得
な
い
こ
ご
、
は
思
は
れ

　
ぬ
。
　
無
常
、
苦
、
無
我
は
全
く
佛
説
の
套
用
語
で
あ
り
、
之
に
浬
盤
寂
滅
た
る
佛
激
の
理
想
を
附
加
す

　
れ
ば
、
殆
ん
ご
佛
陀
の
新
黒
質
々
義
の
綱
要
を
饗
し
た
威
は
槌
か
に
あ
る
。
思
ふ
に
南
方
傳
の
巴

　
利
経
丈
に
は
斯
る
思
想
を
明
確
に
は
傳
へ
て
る
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
北
方
傳
の
小
乗
経
文

　
に
は
夙
に
四
法
印
ご
同
じ
名
目
団
参
を
以
て
上
述
の
如
き
四
目
を
撮
持
し
て
來
た
も
の
で
あ
ら



　
う
Q
、
然
ら
ば
同
じ
北
方
傳
の
『
婆
沙
』
や
『
智
論
』
に
何
故
四
空
中
の
苦
の
一
法
を
略
し
て
三
法
印
こ

　
し
た
か
ご
い
ふ
に
、
苦
は
無
常
の
内
に
画
ら
含
蓄
さ
れ
て
を
り
、
無
我
と
無
常
ビ
は
勤
立
さ
す
に
足

　
る
だ
け
の
重
要
な
意
義
を
持
つ
た
漏
壷
の
特
長
で
あ
る
か
ら
、
逡
に
無
常
、
無
我
、
涯
繋
の
三
者
を
取

　
っ
て
三
法
印
こ
し
た
も
の
ε
思
は
れ
る
。
　
又
、
實
際
、
苦
を
省
略
し
π
跡
や
、
三
法
印
以
上
の
も
の
を

　
も
現
し
て
三
法
印
ご
し
だ
痕
跡
は
、
彼
等
本
工
の
中
に
明
ら
か
に
残
っ
て
み
る
。
龍
樹
は
即
ち
、
『
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
者
一
切
有
爲
生
法
無
常
等
印
』
こ
し
て
等
の
字
を
残
し
て
み
た
で
は
な
い
か
。
之
は
無
常
、
苦
、
を
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
て
無
常
等
こ
し
た
も
の
に
相
違
あ
る
ま
い
。
『
評
点
』
に
は
、
『
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
浬
繋
欝
欝
等
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ご
し
て
矢
張
り
末
尾
に
等
の
宇
を
附
し
て
み
た
で
は
な
い
か
。
詰
れ
明
ら
か
に
旗
印
中
春
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
印
を
下
し
π
が
故
に
三
法
印
を
列
し
て
等
の
字
を
附
尾
し
た
に
相
違
あ
る
ま
い
Q
斯
く
槻
漏
れ

　
、
ぱ
、
佛
設
の
常
套
語
た
る
無
常
、
苦
、
無
我
の
中
、
苦
が
省
略
さ
れ
た
扇
蟹
は
殆
ん
ざ
疑
ふ
可
ら
ざ
る
も

　
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
然
ら
ば
そ
の
代
り
、
何
故
に
苦
に
代
ふ
る
に
浬
繋
寂
滅
を
以
て
し
た
か
ご

　
い
ふ
大
き
な
疑
問
に
逢
著
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
解
決
に
先
立
っ
て
先
づ
第
二
の
四
法
印
説

　
を
畢
げ
て
澱
か
う
。
そ
の
典
襟
は
主
に
大
乗
軸
部
で
あ
る
が
、
之
ε
龍
樹
等
ご
の
年
代
雨
蛙
上
、
種

　
々
の
想
像
も
可
能
で
あ
る
。
『
喩
伽
師
地
論
』
四
十
六
に
は
四
法
印
を
次
の
如
く
記
し
て
み
る
。

鵬
　
　
『
復
有
四
種
法
喘
詫
南
、
諸
佛
菩
薩
欲
倉
有
情
清
麗
故
説
、
何
等
爲
四
、
一
切
諸
行
泣
輪
無
常
、
是
名
第

1　
　
　
　
　
磁
…
　
　
我
　
　
　
鴨
劇
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
な
血
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一
法
艦
柁
南
、
一
切
諸
行
僧
群
論
苦
、
是
名
第
二
法
隈
柁
南
、
一
切
諸
法
皆
無
有
我
、
是
名
第
三
法
嘔

　
柁
南
、
浬
繋
寂
静
是
名
第
四
法
畷
柁
南
。
』
ハ
來
三
⊥
一
三
）

之
ε
密
接
な
關
係
を
持
つ
『
菩
薩
地
持
経
』
入
に
も
同
様
次
の
如
く
記
し
て
み
る
。

『
有
四
憂
檀
那
法
「
諸
佛
菩
薩
爲
令
衆
生
清
浮
故
説
、
云
何
爲
四
、
一
切
行
無
常
、
是
憂
檀
那
法
、
一
切
行

　
苦
ゴ
・
…
・
二
恩
法
無
我
・
…
…
淫
繋
寂
滅
、
是
憂
檀
那
法
、
諸
佛
菩
薩
具
足
此
法
、
復
以
此
法
身
授
衆
生
、

　
…
・
三
・
過
去
寂
黙
諸
牟
尼
奪
展
轄
相
傳
…
…
・
・
増
上
勇
出
乃
至
具
足
出
第
一
有
、
是
名
憂
檀
那
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
來
山
バ
ー
三
入
）

此
等
大
乗
論
の
上
述
は
『
婆
沙
』
乃
至
『
麗
質
』
と
髄
か
に
脈
絡
相
慰
す
る
所
が
あ
る
。
彼
等
は
三
法

印
で
あ
り
此
等
は
四
法
印
で
あ
る
ご
は
言
へ
、
角
印
を
省
愉
し
た
に
は
上
述
の
如
き
理
由
あ
る
こ

ご
で
あ
る
し
、
共
に
諸
法
無
我
ご
す
る
黙
は
相
同
じ
い
か
ら
、
時
代
の
前
後
は
確
定
し
得
す
と
す
る

も
、
彼
等
は
此
等
を
省
略
し
て
三
法
印
ご
し
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
此
等
が
彼
等
の
省
略

を
補
う
て
苦
印
を
填
補
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
四
法
印
ご
三
法
印
ε
の
密
接
な

開
係
は
蓋
ふ
可
ら
ざ
る
こ
ご
、
し
て
借
て
苦
印
を
省
思
せ
る
代
り
に
渥
薬
印
を
補
力
せ
る
麗
由

は
何
庭
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
○
之
を
最
後
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
℃

　
若
し
年
代
の
皆
々
推
定
し
得
る
者
を
選
ん
で
言
ふ
な
ら
ば
、
今
日
紫
煙
に
幕
へ
ら
れ
る
小
乗
三



　
法
印
な
る
も
の
が
、
初
め
て
顔
を
出
し
た
の
は
『
大
婆
沙
論
』
で
あ
っ
て
、
『
嘉
応
論
』
に
至
つ
で
最
も
明

　
白
巌
密
な
三
法
印
に
確
定
さ
れ
た
謬
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
等
の
三
法
憶
説
は
我
々
の
知
れ
る
限

　
う
、
北
方
傳
に
依
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
苦
印
を
排
し
て
面
繋
印
を
補
面
し
た
理
由
に
至
つ

　
て
は
．
有
ら
ゆ
る
原
始
古
血
ハ
か
ら
之
を
研
究
し
て
か
、
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
先
づ
漠
然

　
乍
ら
我
々
は
次
の
四
理
由
を
考
へ
て
見
だ
い
ご
思
ふ
。

　
　
第
一
は
『
法
句
経
』
中
の
三
法
印
に
相
當
す
る
掲
文
に
つ
い
て
考
へ
る
。
前
掲
の
如
く
、
彼
慮
に

　
は
諸
行
無
常
、
諸
行
苦
、
諸
法
無
我
の
三
句
を
胃
翻
し
て
、
『
之
れ
清
浮
、
解
脱
、
浬
繋
へ
の
滋
な
り
』
（
Φ
罫

　
日
雇
σ
q
顎
。
呼
鈴
＆
庄
腐
）
て
ふ
同
句
を
以
て
共
に
結
ん
で
み
た
。
無
常
、
苦
無
我
が
如
何
に
佛
陀
の
常
套

　
語
で
あ
っ
た
か
を
知
る
者
に
は
、
此
等
の
三
法
句
が
叉
如
何
に
多
く
の
佛
弟
子
の
問
に
永
ら
く
讃

　
議
さ
れ
だ
で
あ
ら
う
か
を
充
分
想
像
す
る
こ
ε
が
出
摩
る
。
此
の
三
掲
を
要
約
す
れ
ば
良
ら
無

　
常
、
苦
、
無
我
、
淫
薬
の
四
法
印
ε
な
る
Q
顧
れ
全
く
『
喩
伽
師
地
論
』
や
『
菩
薩
地
持
経
』
に
面
す
四
法
印

　
ε
同
じ
い
で
は
な
い
か
。
叢
か
ら
三
法
印
へ
の
縛
化
は
そ
の
理
由
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
第
二
は
『
諸
行
無
常
』
の
四
句
々
に
つ
い
て
考
へ
る
○
之
も
前
同
様
多
く
の
経
文
に
記
さ
れ
る

　
所
で
あ
り
、
多
く
の
佛
弟
子
問
に
永
ら
く
傳
葡
さ
れ
た
掲
に
相
違
な
い
。
掲
に
つ
い
て
の
話
説
も

瓢
　
　
種
々
興
昧
あ
る
物
語
ご
な
っ
て
み
る
が
、
試
み
に
そ
の
原
文
ε
数
種
の
無
謬
ご
を
樹
照
し
て
見

1
　
　
　
　
　
無
　
我
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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@
る
ご
家
の
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
．
．
》
巳
8
鼠
舞
3
。
。
銀
算
げ
弩
2

μ
も
鴇
珍
く
超
＆
H
嬉
ヨ
鼠
毒
筆

壱
鵠
ヒ
圃
汁
昌
旨
面
部
降
F

仲
②
鏡
節
く
8
器
騨
ヨ
。
毘
（
ぎ
・
と

（G∩

?
団
葺
甲
羅
（
貯
3
＜
繋
目
い
．
）

　
　
（
邸
㊦
凄
騰
濡
霞
）

『
諸
行
無
常

是
生
滅
法

生
滅
々
己

寂
滅
爲
樂
』

（
曇
無
識
課
）

『
一
切
行
無
常

生
者
必
滋
藤

不
生
期
不
死

此
滅
爲
最
樂
』

（
信
伽
串
良
課
）

へ
へ
乏
冨
冨
く
窪
。
敏
の
房
け
≦
一
停
○
暮

g
含
類
ざ
ゆ

》
昌
匹
げ
窪
8
窪
。
偉
窪
ヨ
ω
毒
◎
鐸
7

酵
ぎ
σ
q
、
即
＆
。
儀
・
。
超
言
σ
q
㌦

》
ヨ
寓
目
。
Q
ぴ
。
ヨ
霧
儀
爵
。
一
μ
び
。

舞
β

O
F
昏
。
冨
℃
℃
冨
。
。
ω
。
3
ω
8
℃
貯
σ
q

か
，
o
ヨ
夢
δ
0
9
冠
鐵
g
9
ご

　
　
　
（
切
。
巴
げ
ド
）

コ
切
行
無
常

斯
皆
生
滅
法

雄
生
無
爵
滅

斯
寂
滅
爲
樂
』

（
求
那
蹟
陀
羅
繹
〉

六
入

畿
顕
9
〈
け
毒
毘
。
忌
鼻
。
掃
巴
一
〇
9
亭

℃
8
Φ
暮
象
p
σ
q
ω
凹

0
3
雪
げ
溶
評
註
く
g
．
団
舜
叶
ξ
ρ

餌
民
留
B
ざ

誹
受
緯
。
導
・
。
曾
8
斜
昏
2
碧
。

野
・
。
。
冨
〔
ξ
σ
q
p
ゴ

8
。
蓬
薦
夢
①
菖
些
瞥
μ
ε
碧
7

甘
。
銘
。
諺
！
夢
p
江
ω
び
濠
ω
・
ご

　
　
　
（
罎
く
ω
U
ρ
く
型
崩
貫
Y

『
陰
行
脚
有
常

但
爲
興
衰
法

生
者
無
不
死

佛
滅
暴
露
樂
』

（
耶
含
無
念
共
鐸
）

『
諸
行
無
常

是
生
滅
法

生
滅
戸
冠

寂
滅
鴬
樂
』

（
法
顯
鐸
）



　
此
の
諸
行
無
常
偶
－
又
は
雪
山
董
子
掲
ご
も
急
げ
ら
れ
、
雲
海
の
い
ろ
は
歌
の
本
擦
た
る
所
で

　
あ
る
が
一
之
は
要
す
．
る
に
前
町
に
依
て
有
爲
流
声
門
を
詮
は
し
後
掌
に
依
て
無
爲
撃
滅
門
を

　
明
し
た
も
の
ご
見
て
差
支
な
い
○
換
言
す
れ
ば
、
無
常
、
苦
、
無
我
の
有
爲
法
を
前
孚
に
早
し
、
浬
繋
無

　
唖
蝉
を
後
下
に
辛
し
た
の
で
あ
る
。
必
ら
す
し
も
之
を
四
法
印
に
配
晒
せ
す
ご
も
、
此
の
掲
文
を

　
謙
す
る
も
の
に
は
何
等
か
無
常
ご
国
母
ご
の
醤
立
を
深
く
印
象
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
無
常
、
苦
、
無

　
我
が
無
罪
の
慣
用
句
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
之
を
無
常
の
一
に
代
表
せ
し
む
る
こ
ご
も
不
可
能
で
は

　
な
い
し
、
之
に
浬
盤
を
総
立
せ
し
む
れ
ば
四
法
印
説
は
宮
ら
成
り
立
ち
得
み
ご
思
ふ
。

　
　
更
に
第
三
は
所
謂
凡
夫
の
四
顛
倒
ご
言
は
れ
だ
無
常
、
苦
、
無
我
、
不
浮
の
四
句
に
つ
い
て
考
へ
る
Q

　
『
増
二
尼
桐
耶
』
（
》
ひ
σ
q
暮
欝
欝
－
2
節
留
2
6
暮
出
奔
2
。
－
2
な
帥
汁
2
も
）
に
は
次
の
・
如
き
文
が
あ
る
◎

　
　
『
比
丘
等
よ
、
叢
に
四
つ
の
豆
倒
想
（
6
。
濃
鼠
く
剛
霧
鐘
鴇
）
ε
顛
倒
心
（
Ω
舞
一
く
・
）
ご
顛
倒
見
（
U
蔭
露
ー
タ
）
ピ

　
　
が
あ
る
。
囚
つ
と
は
何
ぞ
や
。
比
丘
等
よ
、
無
常
を
常
な
り
ご
な
す
は
顛
倒
せ
る
想
、
心
、
見
な
り
Q

　
　
不
、
苦
を
苦
な
り
ご
な
す
は
顛
倒
の
想
、
心
、
見
な
り
。
（
之
は
恐
ら
く
、
苦
を
衆
苦
な
り
ε
な
す
は
、
の

　
　
誤
b
で
あ
ら
う
○
）
無
我
を
我
な
り
ざ
な
す
は
顛
倒
の
想
、
心
、
見
な
り
。
不
浄
（
レ
誓
ぴ
ゲ
。
）
を
浮
（
ω
午

　
　
宴
巴
蛾
）
な
り
ご
な
す
は
顛
倒
の
想
、
心
、
見
な
り
。
實
に
比
丘
等
よ
、
此
等
を
四
つ
の
顛
倒
せ
る
想
、

鵬
　
　
心
、
見
ε
な
す
。
．
比
丘
等
よ
、
叢
に
四
つ
の
不
顛
倒
想
（
髪
9
ω
銘
自
く
嘗
冒
臨
）
ε
不
顛
倒
心
ご
不
顛
倒

1　
　
　
　
　
齪
…
．
　
我
　
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轟ハ
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七
〇

照
暑
が
あ
る
・
四
書
椅
そ
や
・
比
丘
尊
覧
無
常
を
無
常
な
り
妥
9
：
…
苦
を
芸
b

　
　
こ
な
し
、
…
…
・
・
無
我
を
無
我
な
り
ご
な
し
、
…
…
－
不
乱
を
不
浮
な
り
こ
な
す
。
こ
れ
等
を
實
に
比

　
　
丘
等
よ
、
四
つ
の
不
顛
倒
の
想
、
心
、
見
ε
な
す
。
』

　
叢
に
所
謂
、
無
常
、
苦
、
無
我
，
不
浮
ご
は
有
爲
縛
帯
の
迷
界
を
形
容
し
た
詞
で
あ
る
。
若
し
無
垢
常
住

　
の
解
脱
興
野
界
が
あ
う
ご
す
れ
ば
、
そ
は
必
ら
す
や
常
、
樂
、
我
、
浄
の
四
徳
を
具
備
し
だ
理
想
界
に
蓮

　
ひ
な
い
。
之
に
到
淫
す
る
滋
は
唯
一
あ
り
、
能
く
有
爲
三
界
の
實
性
を
槻
破
七
て
無
常
を
無
常
な

　
b
ご
徹
倒
し
、
乃
至
不
浄
を
不
浮
な
り
ご
達
覆
す
る
所
か
ら
、
一
切
の
愛
着
繋
縛
を
脱
し
得
て
、
此
の

　
鼠
ハ
境
に
超
製
す
る
の
で
あ
る
。
但
賜
る
、
所
は
無
常
そ
の
ま
、
を
常
ご
見
誤
り
、
乃
至
不
浮
そ
の

　
ま
、
を
浄
ビ
考
へ
叢
ふ
こ
ε
で
、
之
こ
そ
顛
倒
の
見
ε
言
は
れ
、
興
境
を
遠
か
る
遙
か
に
天
地
懸
隔

　
す
る
班
で
あ
る
。
斯
う
し
た
四
顛
倒
見
の
誠
、
及
び
斯
う
し
た
不
顛
倒
見
の
勘
説
は
、
臆
て
そ
の
反

　
面
に
常
樂
我
浄
の
大
慈
繋
を
想
像
さ
せ
は
せ
ん
か
。
原
始
佛
敷
の
浬
繋
凱
に
は
決
し
て
積
極
的

　
の
説
既
を
さ
れ
な
い
か
ら
、
斯
る
大
鰐
薬
境
を
説
か
れ
て
は
み
な
い
が
、
無
常
、
苦
、
無
我
、
不
浮
の
有
爲

　
の
反
面
に
は
脅
ら
常
、
樂
、
我
、
浮
の
四
徳
を
持
つ
た
無
爲
の
あ
る
溢
理
で
あ
る
。
後
世
の
大
乗
経
文

　
が
浬
繋
に
つ
い
て
積
極
的
の
説
明
を
試
み
、
常
住
で
あ
り
、
安
慰
で
あ
り
、
大
我
の
境
で
あ
り
、
清
浄
の

　
世
界
で
あ
る
ご
断
じ
元
所
以
も
全
く
叢
に
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
四
顛
倒
は
臆
て
不
顛
倒
を
聯
想



　
　
せ
し
め
、
不
顛
倒
即
ち
解
脱
渥
薬
の
境
で
あ
る
か
ら
に
は
、
引
い
て
照
葉
寂
静
の
一
法
を
重
令
す
る
－

　
　
に
到
る
は
當
然
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
無
常
、
苦
、
無
我
に
浬
葉
を
附
加
し
た
四
法
印
説
が
案
毘
さ
れ

　
　
た
ご
も
見
ら
れ
る
し
、
四
顛
倒
の
不
浄
叉
は
不
顛
倒
の
不
浮
槻
を
獲
じ
て
浬
繋
ご
し
た
こ
も
見
ら

　
れ
る
。
兎
も
角
も
、
此
の
種
佛
陀
の
爆
鳴
か
ら
四
法
印
の
演
繹
さ
れ
易
い
こ
ご
は
想
像
に
難
く
あ

　
　
る
ま
い
ε
思
ふ
O

　
　
絡
り
に
第
四
は
佛
の
入
滅
ご
い
ふ
悲
し
い
出
忍
事
に
つ
い
て
考
へ
て
見
や
う
。
…
佛
陀
は
暗
迷

　
世
界
の
燈
明
で
あ
り
、
世
間
病
者
の
大
壁
王
（
＜
巴
身
鍵
a
g
W
・
。
農
鋳
二
陣
。
鴛
戸
蓉
9
δ
）
で
あ
り
，
混
沌
だ
る
思

　
想
界
の
日
月
で
あ
る
ε
讃
嘆
潟
仰
さ
れ
て
る
π
。
彼
が
一
夕
忽
ち
に
し
て
拘
戸
城
外
の
林
聞
に

　
永
劫
の
眠
り
に
っ
か
れ
た
こ
ご
は
、
如
何
に
李
常
よ
り
有
漏
無
常
ご
涯
薬
無
気
ε
に
關
す
る
説
法

　
を
羨
き
慣
れ
二
言
弟
子
蓬
ご
い
へ
彼
等
に
ご
つ
て
此
の
麗
な
い
悲
嘆
事
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
Q

　
舎
利
弗
、
三
連
等
の
上
座
長
老
が
入
滅
を
悲
し
む
に
あ
れ
ほ
ざ
大
袈
裟
で
あ
っ
た
彼
等
は
、
今
更
ら

　
乍
ら
師
主
の
大
般
浬
盤
を
現
前
に
し
て
何
れ
ほ
ざ
深
い
戚
慨
に
打
た
れ
た
こ
貿
だ
っ
た
ら
う
Q

　
佛
陀
へ
の
追
慕
が
鰭
て
捏
磐
の
眞
義
を
考
究
す
る
に
至
b
、
轄
じ
て
佛
陀
生
前
の
説
法
中
に
其
の

　
中
心
を
見
出
さ
ん
ビ
努
め
、
叢
に
佛
一
代
の
説
法
を
要
約
し
て
無
常
、
苦
．
無
我
浬
繋
の
四
法
印
を
綱

鵬
忘
す
る
や
う
に
な
っ
た
ε
推
定
さ
れ
訟
繹
は
な
い
。
恐
ら
一
三
法
印
四
法
印
の
説
は
佛
滅
後
の

1
　
　
　
　
　
無
　
．
我
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
罪
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七
二

忌
事
子
等
が
案
出
し
た
駈
で
あ
り
、
南
方
傳
よ
り
も
北
方
傳
に
よ
っ
て
宣
傳
高
唱
さ
れ
た
で
あ
ら

う
ご
想
定
す
る
は
、
當
ら
す
ご
も
必
ら
す
遽
か
ら
ぬ
垂
々
で
あ
る
ご
信
ず
る
○

　
そ
の
他
種
々
の
理
由
も
考
へ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
要
之
、
我
々
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
原

始
佛
血
ハ
に
殆
ん
ご
確
定
さ
れ
て
る
な
か
っ
た
法
印
説
が
、
後
年
次
第
に
佛
説
の
濃
紅
を
括
漉
す
る

の
必
要
に
逼
り
、
先
づ
無
常
、
苦
，
無
我
、
浬
鍵
の
四
法
印
が
表
は
れ
て
後
、
之
を
省
賂
し
て
今
目
嘱
般
に

聡
へ
ら
れ
て
る
る
如
き
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
浬
げ
盤
寂
静
の
三
法
印
こ
な
っ
て
來
た
の
で
あ
ら
う

ご
想
定
し
度
い
の
で
あ
る
Q
そ
こ
で
三
法
壷
中
の
諸
法
無
我
が
無
我
説
の
論
謹
こ
し
て
何
れ
程

の
債
値
が
あ
る
か
を
痴
り
．
に
一
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
髄
か
に
五
親
分
析
論
の

・
如
き
明
自
な
論
謹
で
は
な
い
け
れ
ざ
も
、
軸
心
の
排
斥
せ
ん
ε
す
る
我
が
・
如
何
な
る
範
囲
ま
で
及

ん
で
み
る
か
、
随
っ
て
無
我
の
意
味
が
如
何
な
る
も
の
に
ま
で
設
き
及
ぼ
さ
れ
て
み
る
か
を
識
ら

ん
が
爲
め
に
は
、
是
非
、
諸
法
無
我
の
説
を
吟
混
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
之
に
依
て
我
々
は

佛
激
の
立
場
の
一
面
を
充
分
理
解
す
る
こ
ε
が
出
面
る
Q
又
、
諸
法
無
我
の
溝
極
的
説
明
に
依
て

萬
法
慮
れ
大
我
の
積
極
的
反
面
を
も
暗
示
さ
れ
得
る
。
そ
れ
が
爲
め
無
我
の
雄
ハ
義
を
捕
へ
得
る

か
ら
、
臆
て
そ
の
歯
応
の
一
資
助
ご
見
ら
れ
る
こ
ε
に
な
る
。
蓋
し
佛
陀
當
時
の
印
度
思
想
界
は

】
般
に
積
極
的
肯
定
主
義
の
法
案
が
籐
程
流
行
し
て
み
た
や
う
な
の
で
、
佛
陀
は
そ
の
弊
に
鑑
み
』



世
人
救
濟
の
必
要
上
か
ら
眺
め
て
、
総
て
に
消
極
的
否
定
圭
頭
の
説
明
を
試
み
ら
れ
だ
の
で
、
積
極

的
見
方
も
濡
極
的
見
方
も
純
理
論
か
ら
推
せ
ば
同
じ
一
物
の
爾
面
観
に
過
ぎ
な
い
滋
理
で
あ
り
、

細
説
の
内
に
は
大
に
此
の
黙
を
顧
慮
し
て
槻
察
批
評
す
べ
き
部
分
少
な
か
ら
す
見
出
さ
れ
、
諸
法

無
我
乃
至
三
法
総
説
の
如
き
も
、
之
に
依
て
後
年
登
達
し
た
所
の
大
乗
思
想
の
一
面
を
解
騨
す
る

上
に
最
も
重
大
な
役
目
を
演
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
，
以
上
の
如
く
、
人
間
中
心
の
無
我
槻
か
ら
進

ん
で
諸
法
無
我
の
論
究
に
踏
み
込
ん
だ
次
第
で
あ
る
。
一
人
未
完
Y
I

ユユ07

無
　
　
我
　
　
論

七
三


